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研究成果の概要（和文）：振り子型可動椅子を用いて自己運動知覚における多感覚統合の心理物理学実験を行
い，重みづけ（ベイズ推定）モデルの適合性を検証した。視覚と前庭覚からの方向知覚については，各感覚から
得られる自己運動の方向差が60度から165度の範囲は統合されるものの，その範囲外では重みづけモデルでは説
明できない排他的反応が出現することを明らかにした。また，視覚と前庭覚と触覚による自己運動の多感覚統合
において重みづけモデルが適合するかどうかを検証した結果，触覚の信号が加わると重みづけによる多感覚統合
が「緊急解除」あるいは無効化されることを発見した。

研究成果の概要（英文）：We tested Bayesian model of weighted combination in multisensory integration
 by conducting psychophysical experiments on self-motion perception using a parallel swing motion 
platform. In the perception of self-motion direction, the weighted combination was the case when the
 inconsistency between visual and vestibular motion directions was between 60 and 165 degrees though
 either-or responses were observed beyond the range. We also investigated whether the Bayesian model
 fits in the self-motion perception from integration of visual, vestibular, and tactile inputs. We 
discovered that tactile flow triggers “emergency override” of weighted combination in the 
multisensory integration.

研究分野： 知覚心理学
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１．研究開始当初の背景
 知覚や認知の心理物理学研究では単一モ
ダリティの事象が研究対象とされてきたが，
聴覚刺激が視知覚に影響することを明らか
にした
Nature
McGurk
事態における視覚優位の考え
原理そのもの
のような多感覚統合の研究
感覚モダリティ
庭覚，味覚
 多感覚統合の中でも，視覚と前庭覚の相互
作用が生み出す錯覚のよく知られた応用例
が，haunted swing
ラクションである。大きな部屋の中のブラン
コに乗って揺られる観客は，部屋全体が回転
するにつれてブランコそのものが
したように感じてしまう。
 視覚と前庭覚の統合に関する先行研究で
は，直進あるいは回転運動の
に前庭系と視覚系に反対方向の運動情報が
与えられると
に従った運動方向が知覚され
系への情報が優位になるには一定以上の加
速度が必要であることが報告されている
(Carpenter
1995; 
り子型可動椅子を利用し，図
パタンの視覚情報による身体運動方向（白矢
印：前方向）と前庭覚（加速度）情報による
身体運動方向（黒矢印：右方向）が直交する
場合，両者の中間の斜め方向の自己運
線矢印：右前方向）を感じることを明らかに
した(Sakurai et al.
らの統合が他の方向成分の組合せでも生じ
ることを，心理物理学の手法で明らかにして
きた（
Sakurai et al., 2011
 

 
 複数の一致しない感覚情報の統合原理と
しては，
デル（
いるが，２つの情報が統合されることを前提
とした理論であり，どちらか一方の情報だけ
が優位となる排他的知覚を十分に説明でき
ないことが，問題として残されている。
 
２．研究の目的
 自己運動
解明を目的とし，本研究
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